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1 講演内容

近頃，アメリカやカナダの企業が量子コンピュータの開発を進めているという話をよく

耳にする．しかし，本当に実現するのか，また実現したら何が嬉しいのか，ということは

ニュースだけでは正確に知ることができない．実際のところは，社会にインパクトを与えら

れる規模の量子コンピュータを実用化するまでには技術的・理論的な課題が多く残されてい

る．本講演では量子コンピュータの動作原理と有用性について解説し，その実現に向けた研

究の進展を紹介する．中でも光子を用いる方式に焦点を当て，どのような課題が残されてい

るのか説明する．物理学や数学に興味を持つ人たちに，量子コンピュータの実現を阻む問題

やその解決法の面白さを伝えることを目標とする．
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